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出所）安河内義明，岩越睦郎，田栗匡「食品パッケージのデザイン研究（第 3 報）－デザイン 















   色に対する連想作用に基づいて製品色として適切／不適切なイメージの色． 
 
・商品コンセプト 
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・トレンドカラー 
   ヒット商品の傾向色．ただし，トレンドには繰り返される周期（色相（色相環の循環）・ 






















Q : 赤色の円形と 
同じ物はどちらか 
A：黄色の円形 B：赤色の矩形
全体 47.6% 52,4% 
男性 55.2% 44.8% 
女性 38.3% 61.7% 
図 4：色とかたちに対する重視傾向についてのアンケート調査結果 
















2 次元平面上でのデザイン構成を考える．この際，配色の構成には表 1 に示したような配色構
成要素を用いるが，本論文ではこの中から主調色と強調色を取り上げて適切に面構成されてい
るかについて評価する．主調色や強調色などのような全体に対する配色の割合による効果は，
アメリカの色彩学者であるムーン＆スペンサー（P.Moon & D.E.Spencer）が 1994年アメリカ
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 次に，主調色と強調色の色関係を平均色差によって検討する．平均色差の算出には，CIELAB 
(CIE1976 L*a*b*) 色差式[9]を用いるものとする．CIELAB色空間とは，空間内に存在する 2 
色間の距離が一定の知覚的な色差に対応するように定められた均等色空間であり，色刺激を 3 
次元直交座標 (L*:明度，a*:色度，b*:色度) で表す．CIELAB色差式は，この色空間内にある(L*1，
a*1，b*1)と(L*2，a*2，b*2)の 2 色間のユークリッド距離として式(1)に示す色差 E*abと定義さ
れている． 
 
                                 (1) 
 
ただし，ΔL*=L*2－L*1，Δa*=a*2－a*1，Δb*=b*2－b*1である．本手法では，主調色の平均
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  ・調色と強調色の配色比率（色面積比）を算出 
  ・主調色と強調色の色差を算出 
  ・強調色，商品タイトル，説明文の設置範囲を導出 
⑤ 評価実験と改善 
ΔE*ab 知覚される色差の範囲 
 1.6 ～ 3.2 A級許容色差 
色の離間比較では、ほとんど気付かれない色差
のレベル 
 3.2 ～ 6.5 B級許容色差 印象レベルでは同じ色として扱える範囲 
 6.5 ～ 13.0 C級許容色差 
JIS標準色票，マンセル色票などの 1歩度に相
当する色差 
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主調色 ①⑥  （     R=128～159，
G=192～223，B=64～95） 
①  ⑦⑧ (     R=224～255， 
G=96～127，B=0～31） 
強調色 ⑤ （    R=0～31， 
G=64～95，B=32～63） 







強調色： 3.1 % 
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